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３年次前期・必修 
１単位・３０時間 

【概要・目的】 

急性期病態学・慢性期病態学で学んだ知識をもとに、主要な疾病の病態と治療・看護過程に

おけるその変化について学ぶ。（オムニバス方式） 

【到達目標】 
臨床実習において様々な病態と背景をもつ患者に接した際に、診断過程、治療からケアへ

のつながりを理解できるように、学習を深める。 

【内容・スケジュール】                       

１）～３）急性神経疾患、神経疾患患者の看護と対応 
４）～６）消化器癌（食道癌、胃癌、大腸癌、肝臓癌）の標準治療 
７）～９）脊柱管狭窄症の治療と管理、変形性関節症（股関節、膝関節）の治療と管理、ロ

コモティブシンドローム・フレイルの概念と管理 
１０）病態と症候：臨床推論Ⅰ 
１１）病態と症候：臨床推論Ⅱ 
１２）心不全の治療 
１３）不整脈と循環器デバイス治療 
１４）老化と老年病Ⅰ：老化の概念とメカニズム 
１５）老化と老年病Ⅱ：認知症・生活習慣病・肺炎・転倒骨折・老年症候群 

【評価】 

筆記試験・口頭試験（90％）、出席状況（10％） 

【教科書】 

講義プリントなど 

【推薦参考図書】 

〔神経外科学関係〕 

松村讓兒ほか監修：病気がみえる vol.7 脳・神経 MEDIC MEDIA 2017 

馬場元毅：絵でみる脳と神経 医学書院 2018 

〔消化器外科学関係〕 

すべて講義担当者が資料を用意する。 希望者には資料のＣＤを配布する。 

〔整形外科学関係〕 

久保俊一ほか編：図解整形外科第 3 版 金芳堂 2017 

松村讓兒ほか監修：病気がみえる vol.11 運動器・整形外科 MEDIC MEDIA 2017 

松本守雄・瀬戸美奈子監修：これならわかる！整形外科の看護ケア（ナースのための基礎

BOOK）ナツメ社 2019 

〔内科学関係〕 

矢﨑義雄総編集：内科学 第 12版 朝倉書店 2022 

【その他】 


